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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第４区分
【発行日】平成25年7月4日(2013.7.4)

【公開番号】特開2012-207283(P2012-207283A)
【公開日】平成24年10月25日(2012.10.25)
【年通号数】公開・登録公報2012-044
【出願番号】特願2011-74726(P2011-74726)
【国際特許分類】
   Ｃ２２Ｃ  21/00     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/04     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   9/08     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/02     (2006.01)
   Ｂ２２Ｄ  11/06     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/20     (2006.01)
   Ｃ２２Ｆ   1/00     (2006.01)
   Ｂ２２Ｆ   3/04     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ２２Ｃ  21/00    　　　Ｍ
   Ｃ２２Ｆ   1/04    　　　Ｚ
   Ｂ２２Ｆ   9/08    　　　Ａ
   Ｂ２２Ｆ   9/08    　　　Ｓ
   Ｂ２２Ｆ   9/08    　　　Ｃ
   Ｂ２２Ｆ   3/02    　　　Ｐ
   Ｂ２２Ｄ  11/06    ３６０Ａ
   Ｂ２２Ｆ   3/20    　　　Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６０２　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６１２　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６３０Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６３０Ｋ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６５０Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６５１Ｂ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８１　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８２　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６８３　
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９１Ｂ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９２Ａ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６９４Ｂ
   Ｃ２２Ｆ   1/00    ６２４　
   Ｂ２２Ｆ   3/04    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成25年5月17日(2013.5.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　全体を１００質量％（以下単に「％」という）としたときに、
　　鉄（Ｆｅ）：３～６％、
　　ジルコニウム（Ｚｒ）：０．６６～１．５％、
　　チタン（Ｔｉ）：０．６～１％、
　　マグネシウム（Ｍｇ）：０．６～２．２％、
　　Ｔｉに対するＺｒの質量比（Ｚｒ／Ｔｉ）：１．１～１．５、
　　残部：アルミニウム（Ａｌ）と不可避不純物および／または改質元素
となる合金組成を有することを特徴とする耐熱高強度アルミニウム合金。
【請求項２】
　全体を１００％としたときに、
　　鉄（Ｆｅ）：４．５～６％、
　　ジルコニウム（Ｚｒ）：０．６６～１．５％、
　　チタン（Ｔｉ）：０．６～１％、
　　Ｔｉに対するＺｒの質量比（Ｚｒ／Ｔｉ）：１．１～１．５、
　　残部：アルミニウム（Ａｌ）と不可避不純物および／または改質元素
となる合金組成を有することを特徴とする耐熱高強度アルミニウム合金。
【請求項３】
　前記合金組成の合金溶湯を３００℃／秒以上の冷却速度で急冷凝固させた凝固体からな
る原素材に、熱間塑性加工を施した加工材からなる請求項１または２に記載の耐熱高強度
アルミニウム合金。
【請求項４】
　前記原素材は、アトマイズ粒子または薄片を圧縮成形したビレットであり、
　前記加工材は、該ビレットを熱間で押出成形した押出材である請求項３に記載の耐熱高
強度アルミニウム合金。
【請求項５】
　請求項１または２に記載の合金組成からなる合金溶湯を３００℃／秒以上の冷却速度で
急冷凝固させた凝固体からなる原素材に、熱間塑性加工を施して加工材を得る加工工程を
備えることを特徴とする耐熱高強度アルミニウム合金の製造方法。
【請求項６】
　前記原素材は、アトマイズ粒子または薄片を圧縮成形したビレットであり、
　前記加工工程は、該ビレットを３５０～５００℃に加熱して５～３０の押出比で押出成
形した押出材を得る押出工程である請求項５に記載の耐熱高強度アルミニウム合金の製造
方法。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
《耐熱高強度アルミニウム合金》
（１）本発明の耐熱高強度アルミニウム合金（以下、適宜「アルミニウム合金」という。
）は、全体を１００％としたときに、鉄（Ｆｅ）：３～６％、ジルコニウム（Ｚｒ）：０
．６６～１．５％、チタン（Ｔｉ）：０．６～１％、マグネシウム（Ｍｇ）：０．６～２
．２％、Ｔｉに対するＺｒの質量比（Ｚｒ／Ｔｉ）：１．１～１．５、残部：アルミニウ
ム（Ａｌ）と不可避不純物および／または改質元素となる合金組成を有することを特徴と
する。また本発明の耐熱高強度アルミニウム合金は、全体を１００％としたときに、
Ｆｅ：４．５～６％、Ｚｒ：０．６６～１．５％、Ｔｉ：０．６～１％、Ｔｉに対するＺ
ｒの質量比（Ｚｒ／Ｔｉ）：１．１～１．５、残部：Ａｌと不可避不純物および／または
改質元素となる合金組成を有することを特徴とする。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１０】
（２）本発明のアルミニウム合金は、例えば３００℃以上さらには４００℃以上といった
高温雰囲気下に長時間曝された場合でも、優れた強度や硬さ等を発揮し、熱履歴による強
度や硬さの劣化が非常に少ない。むしろ、本発明のアルミニウム合金は、加熱によって強
度や硬さが逆に向上し得ることもある。このような高い耐熱性（高温強度、耐軟化性また
は熱的安定性など）を安定して発揮し得る本発明のアルミニウム合金は、従来の耐熱性ア
ルミニウム合金はもとより、耐熱材として使用されていた従来の鉄鋼材やチタン材等に対
しても、十分にその代替となり得る。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　この押出ビレットを押出成形機のコンテナ（図略）内に装填した。そして、そのコンテ
ナに設けた加熱装置で４３０℃に加熱した押出ビレットを、押出成形して、φ１２ｍｍ×
４００ｍｍの（中実）棒材（加工材）を得た（熱間塑性加工／加工工程）。このときの押
出比（原素材の断面積／加工材の断面積）は１１．１とした。こうして得られたアルミニ
ウム合金の棒材から採取した試料を用いて、以下の測定等を行った。
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